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iv Preface

　本書は、トヨタ生産方式を（日本語で）分かりやすく解説し、トヨタ生産方式を
英語で説明する際に用いる「英単語、フレーズ、関連する英語表現」を紹介する
本です。

　本書は、以下の方々のために書かれています。

・ トヨタ生産方式（または一般の生産業務）で使う英単語やフレーズを学び
たい方
・ トヨタ生産方式そのものを学びたい方
・ 英語を通じてトヨタ生産方式への理解を深めたい方
・ トヨタ生産方式をテーマとして英語を学びたい方
・ 海外業務に携わるすべての方

　トヨタ生産方式は、生産現場だけに活用が限定されたものではなく、さまざま
な企業のあらゆる部門で活用されている優れた経営方式です。生産業務とは直接
的な関わりのない方にも、参考になる点の多い “a must learn”（必ず学ばなくて
はならないこと） の対象であるといえるでしょう。

　本書で用いた英語は、特定の日英文献の単語や表現を切り貼りしたものではな
く、実際の国際業務の現場でプラクティカルに使用されている用語やフレーズ、必
要に応じた聞き取りに加え、筆者の業務経験から「覚えておくと便利」といえる
英語表現をまとめたものです。

Preface
はじめに



vはじめに

　一般の生産用語の英語表現と同様に、トヨタ生産方式で用いる用語の英語表現
も、その普及の広まりと共にバラツキを見せ、海外でも企業や拠点によって異な
る表現がされていることがあります。そのため本文中では、同じ用語に複数の英
語表現がある場合には、できるだけ多くを紹介し、使用が限定的（特定の企業など
でのみ使用されている）と考えられる表現は割愛しました。

　本書は、筆者が信頼するトヨタ生産方式および生産関連業務のエキスパートの
方々や自動車業界で活躍する多くの方々から助言をいただき、その精度を高めま
したが、解釈の適切性に関する責任は、すべて筆者一人に帰属します。

　本書が、国際業務で活躍される方々と英語を熱心に学習される方々のお役に立
つことを願います。

改訂にあたって

　このたびの改訂新版においては、トヨタ生産方式を現場で説明する際に必須で
ある以下の 3つのテーマ―「現地現物」「不良を見つけたら」「OJT」を新たに扱
い、ベテラン従業員と若手従業員による英会話シナリオを加えました。
　また、トヨタ生産方式のコンセプトを取り入れた改善活動などに役立つよう、
トヨタ生産方式の導入について、Q&Aによる解説も加えています。
　読者の方々に参考にしていただける点があれば幸いです。
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■ 生産の流れ　Production Flow
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002 Part 1  The Toyota Production System

トヨタ生産方式とは、トヨタ自動車によりつくり上げられ実践されてい
る生産方式で、トヨタ自動車、グループ会社、サプライヤーなどを中

心に世界中で普及し、現在では自動車業界以外の企業でも盛んに研究が行わ
れている生産方式のお手本です。この「生産方式」は、生産現場だけに活用
が限定されたものではなく、管理間接部門を含むすべての業務の現場に導入
され、会社経営全体を効率化させていることから、優れた「経営方式」とし
ても広く認識されています。
　本書では、Part 2 ～ Part 12でトヨタ生産方式の具体的な内容を解説し
ていますが、本章 Part 1の section 2 ～ 4で取り上げる「多品種少量生産
への対応」、「動きと働きの区別」、「なぜを繰り返して問題の真因を問う」は、
トヨタ生産方式の基礎的な概念といえる事柄です。
　トヨタ生産方式は、生産効率（経営効率）を高めるために生産工程（および
会社経営全体）からムダを徹底的に排除することを目的としており、「ジャス
ト・イン・タイム」と「自働化」がそれを達成するための 2本柱と呼ばれる
ものです。

 ● トヨタ生産方式 ➡ Toyota Production System = TPS
 ● 生産方式 ➡ production system
 ● 経営方式 ➡ management system
 ● よく知られた生産方式 ➡ a well-known production system
 ● 能率的な経営方式 ➡ an efficient management system

トヨタ生産方式とは何か

What is the Toyota Production System?
1
Section
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 ● 広く受け入れられている生産方式 ➡ a widely accepted production 
system

 ● 広く利用されている（用いられている）経営方式 ➡ a widely used 
management system

 ● 他の多くの産業に応用できる経営方式 ➡ a management system 
applicable to many different industries

 ● 会社のすべての業務に適応できる生産システム ➡ a production system 
that can be adapted to all operations of the company

トヨタ生産方式は、生産効率を上げる手助けをする。
The Toyota production system helps increase production 
efficiency.

トヨタ生産方式を正しく実施することで、会社は経営効率を高めることが
できる。
By using the Toyota Production System properly, companies 
can enhance the management efficiency.

トヨタ生産方式は、私たちの組織のチームワークと能率を向上させた。
TPS has improved the teamwork and efficiency of our 
organization.

● 覚えると便利な表現 ●

widely 広く／ accept 受け入れる／ adapt 適応する／ operation 働き、活動、

作業／ efficient 能率的な、効率的な／ applicable 応用できる／ industry 

産業／ help 助ける／ increase 増やす、向上させる／ properly 適切に／

enhance 高める、増す／ efficiency 能率、効率／ implementation 実行、

履行／ organization 組織
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トヨタ生産方式には、大量生産によるコストダウンではなく、多品種少
量生産におけるコストダウンを行うという前提があります。つくるだ

け売れる需要があれば量産効果を追求すれば良いのですが、需要に限度があ
る場合や生産する製品が多様化する状況においては、原価低減の仕方に工夫
を加えて、製品に価格競争力を備える必要があります。
　原価低減のためには、生産の過程におけるムダ、および企業活動全体にお
けるムダを排除して生産効率を上げることが重要視されます。

  多品種少量生産（さまざまな言い表し方があります）
 ●   production of small quantities of many products
 ●   production of small quantities of many different models
 ●   production of small quantities of many kinds
 ●   production of small quantities of many types
 ●   production of many models in small numbers
 ●   production of many types in small quantities
 ●   multi-kind and small quantity production

多くの会社は、少品種大量生産から多品種少量生産へ転じた。
Many companies have shifted from making large quantities 
of a few products to making small quantities of many 
products.

多品種少量生産

Production of many models in small quantities
2
Section
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私たちは、多くのモデルを少量生産することで、製品多様化の需要に応じ
なくてはならない。
We must respond to demands for product variety by 
producing many models in small quantities.

彼らの会社は生産能力を向上させ、多品種少量生産に成功した。
Their company has improved their manufacturing 
capabilities and succeeded in producing small numbers of a 
variety of products.

 

 
 
 
 

 

  

  ● 大量生産 ➡ mass-production
 ● 大量生産システムの経済的利益 ➡ the economic benefits of a mass-

production system
 ● 大量生産の原価低減効果 ➡ a cost-reducing effect of mass-production
 ● 大量生産の好ましくない効果 ➡ a negative effect of mass- production

 ● 1つの製品を大規模生産する ➡ manufacture a product on a large 
scale

 ● 特定のものを大量生産する ➡ produce large quantities of a particular 
item

● 覚えると便利な表現 ●

multi-kindは「多数の種類」という意味です。multi-～で、「多数の～」という意

味を表します。multi-skilled technician「多くの技能を持つ技術者」、multi-

angle drill「マルチアングルのドリル」など／ quantity 数量／ kind 種類／

number 数、個数／ shift 転じる、変わる／ respond 応じる、応える／

demand 需要／ variety 多様、種類／ capability 能力、性質／ succeed 

成功する
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これらの製品は、限定されたサイズのものが大量生産されている。
These products are mass-produced in limited sizes.

大量生産方式は、多種製品を少量生産する時は、うまく働かないようだ。
A mass-production system doesn’t seem to work well when 
you are making many product varieties in small quantities.

●

 ● 限定された需要 ➡ limited demand

平均的な日本の消費者は、ローエンド製品には限定的な需要しか持ってい
ない。
The average Japanese consumer has limited demand for 
low-end products.

輸入車の潜在的な需要は、比較的限定されている。
The potential demand for imported cars is relatively limited.

●

 ● 多様化 ➡ diversification
 ● 多様化する ➡ diversify
 ● 多様性 ➡ diversity

弊社は製品ラインを多様化し、市場シェアを上げた。
Our company has diversified the product lines and 
increased the market share.

弊社のほとんどの製品は、多様な顧客の需要に見合うようカスタマイズで
きる。
Most of our products can be customized to meet diverse 
customer demands.
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顧客のニーズは、急速に変わる。
Customer needs change rapidly.

1COLUMN

「トヨタ生産方式」を自社に適用する時（その1）

　皆さんはトヨタ生産方式と聞いて何を思い浮かべるでしょうか。常
に改善が行われている、合理的でスピードが速いなど、漠然と捉えて
いるイメージがあるはずです。そして、おそらく多くの人が「簡単な
ものではない」という共通の認識を持っているのではないでしょうか。
　トヨタ生産方式のエッセンスは、本書の中で解説されている事柄で、
決して理解するのが難しいというものではありません。むしろ理論的
にもよく整理されていて、分かりやすいと感じるはずです。
　しかしながら、トヨタ生産方式が「簡単なものではない」と認識さ
れるのには理由があります。それは、そのエッセンスを解釈すること
が難しいからではなく、実際に会社や組織に導入しても、定着させる
こと（日常化させて効果を得ること）が簡単ではないからで、自分の組
織でそのまま真似するのが難しいからです。　　　　　（013ページに続く）

● 覚えると便利な表現 ●

negative 否定的な、悪い／ scale 規模／ particular 特定の／ item もの／

seem to～ ～のように見える／ variety 多様、種類／ average 平均、平均の／

low-end product 基礎的な機能だけを揃えた製品／ potential 潜在的な、可能

性のある／ relatively 比較的／ product line 商品の種類／market share 

市場シェア／ customize 注文に応じてつくる／ diverse 多様な、異なった／

rapidly 急速に


